
神戸防災のつどい2025

神戸市における災害時の保健医療対策

神戸市健康局 森井 文恵
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阪神淡路大震災当時の状況

 阪神淡路大震災

平成7年1月17日 5時46分発生

最大震度７（マグニチュード7.3）

 甚大な被害が市内南東部に集中

避難者数（最大）：236,899人

避難所数（最大）：599か所

建物の被害：全壊67,421棟 半壊55,145棟

ライフライン：
電気 市内全域停止、水道 市内ほぼ全域停止
ガス 約80％停止
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神戸市が対応した主な災害（応援）

発生時期 災害

1995年 1月 阪神淡路大震災

2004年 10月 新潟県中越地震（小千谷市）

2007年 7月 新潟県中越沖地震

2011年 3月 東日本大震災（陸前高田市、仙台市）

2016年 4月 熊本地震（熊本市、益城町）

2018年 7月 西日本豪雨（倉敷市）

2019年 10月 東日本台風（いわき市）

2024年 1月 能登半島地震（輪島市、珠洲市）

災害の多い国 日本

日本の国土の面積
全世界の0.28％

全世界で起こったマグニチュード6.0

以上の地震のうち、日本が占める割合

17.9％
※気象庁資料より（2011年から2020年の合計）
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神戸市の災害時保健医療体制

区役所

診

療

所

救護所の設置
被災者の健康管理支援
（要援護者対応、健康相談、健康教育）
保健医療チームの配置等

医療提供体制の確保、搬送の支援調整
医薬品の集積・管理・配送
被災者の健康管理支援調整
保健医療チームの応援要請、受け入れ、配置等

病院

市医師会

市歯科医師会

市薬剤師会
被災者
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【災害対応病院】
（東灘）甲南医療センター
（灘） 六甲病院
（中央）神戸労災病院
（中央）神鋼記念病院
（兵庫）川崎病院
（北） 神戸中央病院
（北神）済生会兵庫県病院
（長田）西市民病院
（須磨）神戸医療センター
（垂水）神戸掖済会病院
（西） 西神戸医療センター

傷病者

各区救護所（１次救急）

災害対応病院（２次救急）

災害拠点病院（３次救急）
【災害拠点病院】
（中央）中央市民病院
（中央）災害医療センター
（中央）神戸日赤病院
（中央）神戸大学医学部附属病院SCU（広域搬送）

D-Komet
（神戸市医師会）

DMAT

人的支援

市保健医療対策本部
・本部調整班
・医療対策班
・保健救護対策班
・生活衛生班

DMAT

二次救急病院協議会加盟病院
その他民間病院

バックアップ支援
人的支援

人的支援

神戸市の災害時保健医療体制
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・避難行動要支援者の円滑かつ迅速な避難を図る観点から、
令和３年５月に災害対策基本法が 改正され、個別避難
計画の作成が市町村の努力義務となった

・優先的に災害時個別避難計画を作成する対象者を定め、
作成を進めている

神戸市の災害時保健活動（区保健センター）

【優先作成対象者】

①重症心身障害児者

②24時間人工呼吸器装着患者

③ハザードエリアに居住している要介護５の方

■要援護者の実態調査および支援



・避難所の巡回や、在宅避難者の家庭訪問などを行い、被災者の健康管理を行う

・状況に応じて、医療や福祉などの必要な支援が受けられるように関係 団体との調整を行う

神戸市の災害時保健医療体制（区保健センター）

■巡回健康相談、巡回歯科相談、巡回栄養相談

■災害による健康2次被害対策

・避難生活による２次的な健康問題を予防する
※便秘、脱水、感染症（インフルエンザ、コロナ、ノロ等)

誤嚥性肺炎、生活不活発病、エコノミークラス症候群
メンタル不調（アルコール依存含む）など



能登半島地震の概要

 発生時刻 令和6年1月1日 16:10

 震源地 石川県能登地方（震源の深さ 約16㎞）

 地震の規模 マグニチュード7.6

石川県輪島市、志賀町で震度7を観測
石川県能登地方に大津波警報発表
能登町・珠洲市では津波による4ｍ以上の浸水を観測

 被害状況（石川県災害対策本部資料より）

気象庁HPより

避難者数（最大） 33,530人（R6.1.4）

死亡者数 339人（災害関連死110人含む）（R6.８.21時点）

住宅被害 80,000戸以上（R6.8.21時点）

ライフライン（最大） 停電 約32,000戸 断水 100,000戸以上

交通アクセス
奥能登へのアクセスルートとなる国道249号線、のと里山海道の亀裂や崩落
など、甚大な被害が発生

通信状況 基地局の倒壊等により、携帯電話の通信障害発生
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能登半島地震の活動概要

輪島市 珠洲市

派遣期間 １月８日～３月29日 １月12日～３月29日

活動場所
輪島市門前地区（門前総合支所）
輪島市（輪島市健康増進センター）

緑丘中学校（避難所支援）
珠洲市健康増進センター（後方支援）
直地区・蛸島地区
（避難所避難者・在宅避難者の支援）

派遣人数 保健師・事務等1チーム３～５名 合計78名 保健師 1チーム２名 合計38名

活動内容
門前地区における被災者の健康管理支援
門前支所および輪島市保健センターの
後方支援（ロードマップ素案作成含む）

ロードマップ案作成
担当地域における被災者の健康管理支援

KOBE KOBE

避難生活の中で起こりやすい健康課題について、避難所巡回を行い、被災者に注意を
よびかけました。

★起こりやすい健康課題：便秘、脱水、感染症（インフルエンザ、コロナ、ノロ等）、誤嚥性肺炎、
エコノミークラス症候群、メンタル不調（アルコール依存含む）等
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石川県における高齢者の状況（令和2年）

 石川県市町別年齢別人口の構成比

 65歳以上人口に占める75歳以上人口の割合は51.0％

 単身高齢者の割合は11.1%

 高齢夫婦のみ世帯の割合は12.6%

石川県住生活基本計画2021（令和4年3月）より
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・避難所の高齢化率が高く、高齢者同士の助け合いで避難生活を維持されていた

・介助が必要な独居高齢者が適切な支援を得られずに避難生活を続けていた事例があった

・バリアフリー環境ではない一次避難所が多く、支援や介助を必要とする要配慮者は長期にわたる避難生活
が困難だった

■一次避難所

■在宅

・平時の地域のネットワークを継続し、住み慣れた家の近くに小集団での避難所（自主避難所）を設け、
助け合いながら生活されていた

・1.5次または2次避難先のイメージと実際が違っていたことを理由に、自宅に戻られていた方があった

・1.5次または2次避難所の避難環境等について、十分に理解できていないまま避難されていた方があった

・広域避難をすることにより、安全・安心な環境を確保できる反面、住み慣れた地域を離れ、人のつながり
が途絶えたり、生活環境が急激に変化することにより、認知機能や身体機能が低下する方があった

■広域避難

能登半島地震の支援活動から見えた主な課題（高齢者）
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能登半島地震の支援活動から見えた主な課題（支援者）

・多様な保健医療チームの応援派遣要請および配置調整が難航

・被災により出勤できない職員が多く、被災地自治体職員による指揮調整が困難

・被災自治体、応援派遣チームの拠点が分散していることから、情報共有や意思疎通が難しく連携が困難

・在宅避難者に行政からの情報が届きにくかった
特に、情報のデジタル化により、活用が難しい高齢者などへ情報が届いていないことが多かった

■受援体制

・自治体内、自治体間、被災自治体と応援派遣チームとの情報共有や連携が不十分

■情報連携

■避難所対応

・避難所の状況や避難者の健康状態等、情報集約が困難

・介助を要する避難者の避難や感染者の隔離を行うことが困難な避難所があった

■被災者への情報提供

神戸市においても対応策の見直し・検討が必要
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平常時の備えとして…（市民のみなさま）

 健康なからだをつくっておく
特に高齢者は、フレイル予防に取り組み、避難所まで避難できる体力を
つけておく

 近隣・地域のつながりをもっておく

 デジタルツールを活用しておく

 災害用品の準備
（マスク、歯ブラシ、デンタルリンス、ウェットティッシュ、常備薬も
忘れず）

 避難先の環境を確認しておく

 2次避難がありうることを想定しておく
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平常時の備えとして…（支援者）

関係団体や多職種との連携を深め、互いの強みを理解しておく

避難者の多くが高齢者であることを想定した避難所管理、避難所環境の
検討

要配慮者情報、避難所世帯調査票等の情報管理、個人情報共有のしくみ
の検討

2次避難先の必要性に関する検討（場所や受け入れる避難者の状態像、
受け入れ体制等含む）

災害時の情報共有を円滑に行うために、ICTツールの活用を進めておく

平常時の保健活動を丁寧に行う
⇒災害時の保健活動を円滑に行うベースとなる
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ご清聴ありがとうございました
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